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人口と面積( 元年. 7. 1)
世 帯　240, 862
人 口　642, 493 人

男　326, 426 人女　316, 067 人
面 積　53. 25km2
人口密度　12, 066 人/ km2
《毎月5 日 、15日 、25日 発行 》

2
1世
紀
の
モ
デ
ル
校
に

統
合
し
て
2校
新
設

足
立
区
立
小
学
校
適
正
配
置
計
画
( 案)

ま
と
ま
る

足
立
区
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
6
3年
2
月
に
出
さ
れ
た
「
東
京
都
足
立
区
立
小
・
中
学

校
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
審
議
会
答
申
」
を
受
け
て
、
具
体
的
方
策
と
し
て
提一

さ
れ
た

学
校
統
合
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
検
討
結
果
「
足
立
区
立
小
学

校
適
正
配
置
計
画
(
案
)
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
計
画
(
案
)
は
、
統
合
に

よ
っ
て
小
学
校
の
適
正
な
規
模
の

確
保
と
配
置
を
実
現
し
、
よ
り
良

い
教
育
環
境
と
充
実
し
た
教
育
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

適
正
な
学
校
規
模
は
、
子
ど
も

た
ち
が
多
く
の
友
人
・
先
生
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
が
で
き
、
社
会
性
を

培
い
自
主
性
を
伸
ば
す
良
い
機
会

の
場
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
行
事
等
が
活
発
に

な
り
、
個
性
と
活
気
に
あ
ふ
れ
た

教
育
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

適
正
配
置
計
画

(案
)

の
内
容

□
千
寿
第
一
小
学
校
と
千
寿
旭
小

学
校
の
統
合

▽
千
寿
第
一
小
学
校
と
千
寿
旭

小
学
校
を
統
合
し
て
学
区
域
を

一
つ
に
し
、
統
合
新
校
を
設
置

▽
統
合
新
校
は
、
当
面
千
寿
旭

小
学
校
跡
(
旧
校
舎
利
用
)
に
置

き

、
千
寿
第
一
小
学
校
校
舎
を

全
面
改
築
し
た
後
に
移
転

呈

期
約
2
年
間
)

▽
平
虞
3
年
4
月
1
日
統
合
実

施

□
千
寿
第
六
小
学
校
と
千
寿
第
七

小
学
校
の
統
合

▽
千
寿
第
六
小
学
校
と
千
寿
第

七
小
学
校
を
統
合
し
て
学
区
域

を
一
つ
に
し
、
統
合
新
校
設
置

▽
統
合
釿
校
は
、
当
面
千
寿
第

六
小
学
校
跡
(
旧
校
舍
利
用
)
に

趾
き
、
千
寿
第
七
小
学
校
跡
に

第
7
地
区
地
区
環
境
整
偉
計
画

と
整
合
を
図
り
な
が
ら
新
校
舎

を
建
設
(
エ
期
約
2
年
間
)

▽
平
改
4
年
4
月
1
日
統
合
実

施統
合
新
校
の
名
称
等
は

、
地
域

住
民
の
代
表
者
を
含
め
た
検
討
組

繖
を
設
置
し
決
定
し
ま
す

。

ま
た
、
豺
画
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
理
解

と
協
力
を
得
て
行
い
ま
す

。

□
改
築
後
の
移
転
時
期

▽
千
寿
第
一
小
学
校
と
千
寿
旭

小
学
校
…
平
成
5
年
3
月

▽
千
寿
第
六
小
学
校
と
千
寿
第

七
小
学
校
…
平
成
6
年
3
月

な
お
、
適
正
配
酘
審
巖
会
答
申

で
提
言
の
あ
っ
た
後
期
4
校
(
大

谷
田
小
学
校
と
長
門
小
学
校
、
花

畑
東
小
学
校
と
桑
袋
小
学
校
)
の

統
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
7
年
の

児
童
数
の
推
移
と
地
域
開
発
の
状

況
等
を
勘
案
し
つ
つ

、
必
要
と
す

る
時
期
に
再
度
検
討
し
ま
す
。

統

合

に

よ

る

、

よ

り

良

い
教

育
環

境
づ
く

り

足
立
区
の
小
・
中
学
校
の
適
正

規
模
は
、教
育
効
果
・
学
校
経
営
の

面
か
ら
1
2学
級
か
ら
2
4学
級
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
統
合

時
に
は
、
千
寿
第
一
小
学
校
と
千

寿
旭
小
学
校
の
統
合
新
校
が
1
3学

級
、
千
寿
第
六
小
学
校
と
千
寿
第

七
小
学
校
の
統
合
新
校
が
1
8学
級

に
な
る
と
見
込
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

適
正
規
模
校
に
な
り
ま
す
。

2
1世
紀
の
モ
デ
ル

校
を
め
ざ
し
ま
す

統
合
新
校
は
、
新
し
い
教
育
課

程
の
改
正
に
あ
わ
せ
「
教
え
る
」

シ
ス
テ
ム
か
ら
「
学
ぶ
」
シ
ス
テ

ム
を
重
視
し
た
諸
施
設
、
設
備
の

整
爾
・
充
実
を
図
り
、
足
立
区
に

お
け
る
2
1世
紀
の
モ
デ
ル
校
を
め

ぎ
し
ま
す
(
右
上
表
参
照
)
。ま
た
、

学
校
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

と
位
置
づ
け

、
生
涯
学
習
の
た
め

の
「
開
か
れ
た
場
」
と
し
て
の
施

設
や
機
能
の
整
備
を
し
ま
す
。

生
涯

学
習

を
中
心

と
す

る
跡

地
利

用

学
校
跡
地
は
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
意
向
を
参
考
に
し
な
が
ら
文

化
性
、
機
能
性
を
備
え
た
生
涯
学

習
施
設
な
ど
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
、
活
性
化
に
も
役
立
二
施
設
を

検
討
し
て
い
き
ま
す

。

通

学
区

域
の

変
更

統
合
新
校
の
通
学
区
域
は
、
そ

れ
ぞ
れ
一
部
を
除
き
併
合
さ
れ
ま

す

。
ま
た

、
統
合
に
伴
っ
て
周
辺

小
中
学
校
の
通
学
区
域
も
一
部
変

更
に
な
り
ま
す
。

な
お

、
通
学
区
域
の
変
更
は
、

統
合
に
よ
る
併
合
地
域
以
外
は
、

新
1
年
生
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

統
合
新
校
の
通
学
区
域
と
周
辺

校
の
変
更
区
域
お
よ
び
実
施
時
期

は
、
上
表
の
と
お
り
で
す
。

統合新校の施設内容

統合新校通学区域

統合に関連して変更になる通学区域
小 学 校 ( 周辺小 中学校を含む)

中 学 校

ゆ
と
り
と
う
る
お
い
、
個
性
と
自
主
性
を
育
む

教
育
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す

まちのおもし ろさ

新発見・再発見
夢発見

第5 回
足立まちづく り

シンポジウム

現
代
感
覚
の
若
手
落
語
家
、

三
遊
亭
楽
太
郎
さ
ん
と
地
域
情

報
発
信
者
の
方
が
、
参
加
者
の

み
な
さ
ん
と
「
お
も
し
ろ
さ
が

息
づ
い
て
い
る
ま
ち
と
は
何

か

」
を
探
り
ま
す
。

住
ん
で
い
る
人
み
ん
な
で
積

み
上
げ
て
い
く
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
り
そ
う
で

す
。見

逃
が
せ
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
(

ガ
キ
の
ご
用
意
を

。

日
時
9

月
2
日
(
土
)
、
午
後
2

時
I
4

時

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
4
階

ホ
ー
ル
(
入
場
無
料
)

基
調
ス
ピ
ー
チ

三
遊
亭
楽
太

郎
さ
ん

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
パ
ネ

リ
ス
ト
・
:
森
ま
ゆ
み
(
地
域

雑
誌
「
谷
中
・
根
津
・
千
駄
木
」

編
集
人
)
、菊
地
隆
夫
(
タ
ウ

ン
誌
「
竹
の
塚
百
景

」
繝
集

長
)
、
宮
崎
黎
子
(
足
立
女
性

史
研
究
会
会
貝
)
、三
遊
亭
楽

太
郎
(
敬
称
略
)

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
:
青
井

千
尋
(
区
広
報
課
畏
)

応
募
方
法

「
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齡
、
電
話
番
号
、

逗

立
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
希
望
」
と
明
記
(
応

募
者
多
数
の
際
は
抽
選
)

申
込
期
限
8

月
1
5日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

区
民
憲
章

推
進
協
議
会
亊
務
局
(
〒
固

中
央
本
町
―
-
1
7
-
―

地

域
振
興
課
内

　
8
8
0
5
1
7
3
)

三遊亭楽太郎さん

グ
ラ
フ
あ
だ
ち
No20

8月15
日

発
刊

グ
ラ
フ
あ
だ
ち
匐
(
k
2
0
)

を
発
刊
し
ま
す
。
表
紙
は
あ
だ

ち
区
歌
「
わ
が
ま
ち
足
立
」の

作
曲
者
で
も
あ
る
、
日
本
を
代

表
す
る
音
楽
家
の
團
伊
玖
磨
さ

ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

回
は
「
ス
テ
上
と
を
特
集

し
、
足
立
の
郷
土
芸
能
、
芝
居
、

音
楽
な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
方
々
を
紹
介
し
ま
す

。

8
月
1
5日
か
ら
町
会
ご
と
に

配
布
し

、
回
覧
し
ま
す
。

ま
た
、ご
希
望
の
方
に
は
、区

民
事
務
所
の
窓
口
や
広
報
課
、

情
報
公
開
課
(
本
庁
舎
、中
央
本

町
庁
舎
)
で
無
料
配
布
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
広
報
課
》

ふ
れ
あ
い
と
文
化
の

行
き
か
う
道
づ
く
り

通
路
を
守
る
月
間

8
月
1
日
～
3
1日

8
月
1
日
か
ら
3
1日
は
「
道

路
を
守
る
月
間
」で
す
。こ
れ

は
、
皆
さ
ん
が
毎
日
な
に
げ
な

く
使
っ
て
い
る
道
路
を
、
安
全

で
快
適
な
環
境
に
保
ち
、
よ
り

広
く
、
美
し
く
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

い
い
人
、い
い
ま
ち
、

い
い
道
路

商
品
や
看
板
・
自
転
車
を
道

路
に
出
す
と
、
広
い
道
路
を
狹

く
し
、
狹
い
通
路
は
、ま
す
ま

す
狹
く
な
り
ま
す
。歩
行
者
の

通
行
に
支
障
を

及
ぼ
す
ば
か
り

か
、目
の
不
自

由
な
方
や
眼
イ

ス
を
利
用
す
る

方
な
ど
に
と
っ

て
大
変
危
険
で

す
。
ま
た
、
消
防
車
な
ど
、
現

場
到
着
に
一
刻
を
争
う
緊
急
車

両
の
走
行
も
妨
害
し
ま
す
。

道
路
を
正
し
く
使
い
、
安
全

で
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た

め
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。日

除
け
・
看
板

な
ど
は
許
可
を

日
除
け
・
看
板
な
ど
で
道
路

を
交
通
の
目
的
以
外
に
使
用

(
占
用
)
す
る
場
合
、
甲
請
が

必
要
で
す
。
道
路
法
・
道
路
交

通
法
の
基
準
に
あ
っ
た
物
に
限

り
許
可
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

道
路
を
掘
る
時
も

ま
ず
相
談
を

「
道
略
は
い
つ
も
工
事
ば
か

り
し
て
い
る

」「
せ
っ
か
く
舗
装

し
た
の
に
ま
た
掘
つ
て
る
」と
、

皆
さ
ん
も
感
じ
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

道
路
に
は
、
電
柱
・
電
線
・

街
略
灯
・
憚
識
等
、ま
た
地
下
に

は
、
ガ
ス
・
水
道
・
下
水
道
管

等
、
日
常
生
活
に
深
く
関
わ
る

物
が
設
置
(
埋
設
)
さ
れ
て
い
る

た
め
、
皆
さ
ん
が
家
や
会
社
、

お
店
等
を
新
築
・
改
築
工
事
す

る
際
に
遭
路
を
掘
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
舗
装
し
た
ば
か
り
の

道
路
を
「
ま
た
掘
つ
て
る
」
と

い
う
事
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ

う
、
道
路
を
掘
り
起
こ
す
時
は

事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。区

道
に
係
る
エ
事
を
予
定
し
て
い

る
方
は
、区
役
所
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
中
央
本
町
庁
侖

・
路
政
飜
(
　
瞋
5
2
3
1
)

▽
千
住
警
察

喬
(
　
8
7
9
0
1
1
0
)

、西

新
井
響
察
醫
(

　
皎
0
1
1
0
)

、綾
瀬

警
察
署
(

　

6
2
0
0
1
1
0
)
各
交
通
課

みなさんの理解と協力で
安全で美しい道を
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安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

生活道 路 は

まちの財産です

細街路整備助成

□
区
内
の
道
路

状
況区

内
の
大
郎

分
は
、道
路
が

十
分
に
整
備
さ

れ
な
い
ま
ま
、

急
激
に
都
市
化

し
ま
し
た
。こ

の
た
め
幅
4
メ
ー
ト
ル

未
満
の
道
路
が

約
3
0
0
冫
メ
ー
ト
ル
あ
り

ま
す

。

こ
の
よ
う
な

狹
い
道
路
は
、

「
消
防
車
な
ど

緊
急
車
両
が
通

れ
な
い
≒
震
災
時
の
避
難
が
大

変

」
と
い
っ
た
安
全
性
の
問
題
、

「
風
通
し
が
悪
い
」「
陽
が
あ
た
ら

な
り

と
い
っ
た
居
住
環
境
上
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。し
か
し

、生
活

逎
路
と
し
て
欠
か
せ
な
い
重
要
な

逎
で
す
。

□
道
路
の
拡
幅
・
新
設
整
備
費
な

ど
を
助
成

区
で
は
こ
れ
ら
の
道
路
を
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
、
特
に
安
全
で
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
と
ら

え
、
足
立
区
細
衝
路
整
爾
助
成
条

例
(
昭
和
6
0
年
9
月
)
を
制
定
し

ま
し
た

。

こ
の
条
例
に
基
づ
い
て

、
区
は

輻
4
メ
ー
ト
ル
以
上
6
メ
ー
ト
ル
以
下
の
範
囲

で
、
拡
幅
・
新
設
が
必
要
な
路
線

(細
衝
路
計
回
図
)
を
指
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
図
路
線
に
沿
っ

て
建
築
、
開
発
行
為
を
す
る
時
、

拡
幅
ま
た
は
新
設
す
る
道
路
の
区

域
や
整
備
方
法
等
に
つ
い
て

、
区

と
建
主
が
協
巌
し
、拡
幅
、新
設
整

備
費
な
ど
を
助
成
し
て
い
ま
す

。

細
街
路
計
圃
図
で
指
定
し
た
路

線
に
沿
つ
て
建
築
物
等
を
建
て
る

場
合
に
は
、
建
築
磴
認
申
請
の
前

に

、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
整
備

普
手
前
に
そ
れ
ぞ
れ
助
成
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
せ
先

本
庁
舎
・

ま
ち
づ
く
り
課

唹
―
―
―
―
㈹

整備前

整備後

条例および防音工事助成適用地区

条例適用区域l j 道路端からおおむね30;こです
( 防音工事助成盾用区域l j 、20: ;です)

建
物
を
建
て
る
方
へ

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条

例

と
防
音

工

事

助
成

区
で
は
、滔

道
整
備
計
固
の
区

域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
〟

を
国
道
4
号
と
環

状
七
号
線
の
一
部
の
地
区
に
適
用

し
て
き
ま
し
た
。8
月
1
日
か
ら

、
こ
の
条
例
適
用
地
区
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
(
右
図
)
。

こ
の
区
域
内
に
建
築
物
を
建
て

る
場
合
は
、
制
限
(
右
下
表
)
が

あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
防
音
工
事
助
成

助
成
を
受
け
ら
れ
る
建
物
▽
道

路
端
か
ら
2
0
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
で
、

条
例
施
行
日
以
前
か
ら
建
つ
て

い
る
庄
居
系
建
築
物

▽
哽
間

の
道
路
交
通
騒
音
が
6
5偐
以
上

の
居
室
が
あ
る
(
道
路
管
理
者

が
騒
音
匯
を
謌
査
し
ま
す
)

助
成
限
度
額

▽
襟
準
改
艮
工
亊

費
の
4
分
の
3
(
居
住
人
数
な

ど
に
よ
り
異
な
る
)

※
助
成
申
請
前
に
、
騒
音
調
査
の

申
請
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
建
築
課
、

ま
ち
づ
く
り
課

靦
1
1
1
1
㈹

建築物等に関 する制限

※ 当地I Xj j , こ 刀ほ か最低裂高度地1心7 に} か指定されています。
新 た に 適 用 さ れ る 環 状 七 号 線D 地 区( 一 部)

全国消費実態調査に
ご 協 力 く ださ い

9 月 から3 カ 月

9
月
か
ら
1
1‥
月
ま
で
の
3

ヵ

月
間
「
全
国
消
費
実
態
調
査
」

を
実
施
し
ま

す
。こ

の
調
査

は
、
家
計
消

費
の
実
態
を

総
合
的
に
調

べ
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も

の
で
す
。

足
立
区
で

は
、興
野
二

丁
目
、竹
の

塚
六
丁
目
、

東
和
三
丁

目
、千
住
吉
元
町
、千
住
中
居
町

の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
地
域
が
調
査

対
象
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

。

調
査
貝
が
こ
の
地
域
の
世
帯

を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ

い
。※

こ
の
調

査
結
果
は
、

峺
計
作
成
の

た
め
だ
け
に

使
わ
れ
ま

す
。
あ
り
の

ま
ま
を
ご
記

入
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
統
計
係

　
膕
5
0
3
3

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
8
)

自
由
民
権
運
動
以
降
、
部
落

解
放
に
つ
な
が
る
運
動
が
各
地

で
起
こ
り
ま
し
た
。

明
治
3
6年
7
月
に
は
、大
阪
、

京
都
、
兵
塞
、
奈
气

和
歌
山
、

岡
山
な
ど
の
各
府
県
の
有
志
が

集
ま
っ
て
、
全
国
的
な
運
動
組

織
体
で
あ
る
「
大
日
本
同
胞
融

和
会
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
差
別
を
お
こ

す
原
因
が
、
同
和
地
区
の
人
び

と
の
言
葉
づ
か
い
や
、
服
装
あ

る
い
は
生
活
習
慣
な
ど
に
あ
る

と
考
え
、
そ
れ
を
直
す
こ
と
に

よ
っ
て
融
和
を
進
め
て
い
こ
う

と
し
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、こ
の
運
動
は
、
部

落
差
別
を
生
み
出
し
て
い
る
根

朮
的
な
問
題
に
ま
で
目
を
向
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
完
全
解
放

へ
は
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
当
時
の
日
本
を
取
り

ま
く
状
況
を
見
る
と
、
大
正
3

年
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が

始
ま
っ
た
の
で
す
。

日
本
の
経
済
は
、
そ
の
影
響

を
受
け
て
著
し
い
発
展
を
見
せ

た
反
面
、イ
ン
フ
レ
と
物
価
高

の
た
め
、
貧
富
の
差
が
広
が
り

零
細
な
農
漁
民
や
都
市
労
働
者

の
生
活
が
一
層
苦
し
く
な
り
ま

し
た
。

特
に
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
見
越

し
た
大
地
主
や
商
社
、
米
商
人

な
ど
が
投
機
的
な
米
の
買
い
占

め
を
行
っ
た
結
果
、
大
正
7
年
6

月
ご
ろ
か
ら
米
価
は
天
井
知

ら
す
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
上
が

り
ま
し
た
。

大
阪
で
は
、
米
1
升
2
3銭
だ

っ
た
の
が
、2
ヵ
月
後
の
8
月

に
は
倍
近
い
4
0銭
以
上
に
も
な

っ
た
ほ
ど
で
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ
。

く
ら
し
の

情

報

福

祉

ご
存
じ
で
す
か

老
人
福
祉
手
当

□
支
給
要
件
期
間
を
短
縮

4
月
1
日
か
ら

、
老
人
福
祉

手
当
の
支
給
要
件
期
閧
が
6
ヵ

月
か
ら
、3

ヵ
月
に
短
縮
さ
れ

ま
し
た

。

6
5歳
以
上
で
、3

ヵ
月
以
上

寝
た
き
り
の
方
。
ま
た
は
老
化

性
痴
呆
で
常
時
介
助
を
必
要
と

す
る
方
(
在
宅
ま
た
は
入
院
中
)

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
本
人

名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局

を
除
く
)
▽
印
か
ん

▽
入

院
証
明
S
(
入
院
の
場
合
)

□
す
で
に
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
へ

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
施
般
入
所
、
死
亡
、
転
出
等

で
受
紿
資
格
が
な
く
な
っ
た

と
き

▽
寝
た
き
り
の
状
態
が
回
復
し

た
と
き

▽
口
座
番
号
、
庄
所
な
ど
届
出

亊
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

▽
重
度
心
身
障
害
者
手
当
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

□
手
当
の
支
払
い

8
月
期
分
(
4
月
～
7

月
)
の

老
人
福
祉
手
当
を
8
月
2
5日
ご

ろ
、
対
象
の
皆
さ
ん
の
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

届
け
出
の
金
融
機
関
で
受
け

取
つ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
福
祉
係

8
8
2
-
1
1
1
㈹

戦
没
者
の
妻
・
父
母
等

に
対
す
る
特
別
給
付
金

受
付
期
限
が

近
づ
き
ま
し
た

昭
和
6
1年
1
0月
1
日
に
公
務

扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
を
受
け

て
い
る
戦
没
者
の
妻
・
父
毋
等

に
対
す
る
次
の
特
別
給
付
金
の

受
け
付
け
が
9
月
3
0日
で
終
了

し
ま
す
。

ま
だ
、
請
求
を
し
て
い
な
い

方
は
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

□
戦
没
者
の
妻

▽
第
4
回
特
別
給
付
金
「
を
号

」

▽
第
1
0回
特
別
給
付
雋

は
号
」

対
象

①
第
4
回
特
別
給
付
金

「
は
号
」(
6
0万
円
)
の
受
給
権

を
取
得
し
た
方

②
昭
和
5
8

年
3
月
3
1日
ま
で
に

、
夫
で

あ
る
軟
傷
詞
者
が
公
務
傷
病

等
に
よ
り
死
亡
し
た
方
で
次

に
該
当
す
る
方

吶
第
2
回
特
別
給
付
金
「
ぬ

号
」(
1
0万
円
ま
た
は
5

万

円
)
の
受
紿
権
を
取
得
し
た

方凶
第
6
回
特
別
給
付
金
「
い

号
」(
3
0万
円
ま
た
は
1
5
万

円
)
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方回
第
8
回
特
別
給
付
金
「
い

号
」(
5万
円
ま
た
は
2
万
5

千
円
)

お
よ
ぴ
第
H
回
特
別

給
付
金
「
い
号

」(
2万
円
ま

た
は
1
万
円
)

の
受
給
権
を

取
辱
し
た
方

□
戦
没
者
の
父
母
等

▽
第
9
回
特
別
給
付
金
「
に
号

」

対
象

軟
没
者
死
亡
時
に

、
そ

の
戦
没
者
以
外
に
同
じ
氏
を

名
乗
る
子
も
孫
も
い
な
か
っ

た
方
で

、
第
7
回
特
別
紿
付

金
「
に
号
苡
6
0
万
円

」
の
受

給
権
を
取
碍
し

、
昭
和
6
1
年
1
0

月
1
日
ま
で
に
同
じ
氏
を

名
乗
る
自
然
血
族
の
子
も
孫

も
持
た
な
か
っ
た
方

請
求
期
限
9

月
3
0日

請
求
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

民
生
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に

お
庄
ま
い
の
方
に
は
、3
年
以

内
に
水
洗
化
工
事
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

左
上
表
の
と
お

り
問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
支

所

　
唹
8
8
2
2

な
お
、水
洗
化
工
事
費
の
融

責
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
謌
整
課
助
成
係

膕
5
2
0
8

水洗化可能地城

こ
ど
も

心
身
に
障
害
を
も
つ

お
子
さ
ん
の

就
学
相
談

教
膏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
年
4

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
心

身
に
障
害
を
持
つ
と
思
わ
れ
る

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の
就
学
相

談
を
7
月
1
日
か
ら
始
め
て
い

ま
す
。
専
門
の
相
談
員
が
相
談

を
吁
い
ま
す
。

日
時

毎
週
月
曜
日
I
金
曜

日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン

タ
ー

　
8
5
9
9
5
3
1

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、8
月
H
日
か
ら
9
月
1
1日

ま
で
に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。提
出
し
ま
せ
ん
と
、こ
れ

か
ら
の
手
当
の
支
給
が
淬
止
さ

れ
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
提
出
期
閧
に
つ
い
て

は
、8
月
初
め
に
お
送
り
す
る

お
知
ら
せ
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、な
る
ぺ
く
そ
の
期
間

内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舍
・
児
童
助

成
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹
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〝み ど り の足 立 〟を
つ く り ま しょ う

各種苗 木配布

足
立
を
。み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
〟

に
す
る
た
め
、
区
で
は
区
民
の
皆

さ
ん
に
各
種
の
苗
木
の
配
布
を
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
手
で

ぶ

ど
り
〟

を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
個
人
配
布

今
回
か
ら
、
往
復
(
ガ
キ
で
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
ご
注

意
く
だ
さ
い

。

苗
木
の
種
類
▽
ウ
メ
(
豊
後
)

▽
サ
ザ
ン
カ
▽
カ
リ
ン
(
高

さ
9
0
セ
ン
チ
M
)

配
布
予
定
数
7
千
5
0
0
本

配
布
会
場

表
1
の
と
お
り

申
込
方
法

往
厦
(
ガ
キ
に
「
個

人
苗
木
配
布
希
望

」、
住
所

、氏

名
、
電
話
番
号
、希
望
の
苗
木
(
2

本
、違
う
種
類
可
)
・
配
布

会
場
を
明
記

申
込
期
限
8

月
3
1日
消
印
有
効

□
団
体
配
布

苗
木
の
種
類
・
配
布
本
数

表
2

の
と
お
り

対
象

区
内
各
種
団
体
(
宗
教
・

政
治
団
体
は
除
く
)

配
布
会
場

別
途
連
絡
し
ま
す

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、
団

体
名
、代
表
者
名
、電
話
番
号
、

希
望
の
樹
種
・
本
数
を
明
記

申
込
期
限
8

月
2
5日
消
印
有
効

※
樹
種
・
本
数
・
大
き
さ
は
希
望

に
そ
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
誕
生
記
念
樹

苗
木
の
種
類
▽
紅
梅
▽
八
璽

桜
▽
サ
ザ
ン
カ
▽
カ
キ

▽
キ
ン
モ
ク
セ
イ
(
高
さ
9
0
セ
ン
チ

じ
程
度
)

配
布
本
数
　
一
人
1
本

対
象

元
年
2
月
以
降
に
子
ど
も

が
生
ま
れ
、
引
き
続
き
区
内
に

お
住
ま
い
の
方

申
込
方
法

申
込
用
(
ガ
キ
ま
た

は
往
厦
(
ガ
キ
に
「
誕
生
記
念

樹
希
望
」
、
保
護
者
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
生

年
月
日
、
名
前
、
希
望
の
苗
木

を
明
記

配
布
予
定
1
0

月
中
旬

□
新
築
記
念
樹

苗
木
の
種
類
(

ナ
ミ
ズ
キ
(
赤

花
、
高
さ
1
・
2

と

配
布
本
数
1

軒
1
本

対
象

元
年
2
月
以
降
に
M
平
方

む
以
上
の
敷
地
に
新
築
ま
た
は

改
築
し
た
方

申
込
方
法

申
込
用
紙
ま
た
は
(

ガ
キ
に
「
新
築
記
念
樹
希
望

」、

新
築
場
所
、
庄
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記

配
布
予
定
1
0

月
中
甸

申
込
期
限
8

月
3
1日
消
印
有
効

※
配
布
日
時
・
場
所
は
、
別
途
通

知
し
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑

化
係
(
〒
1
2
0千
住
1
1
4
-
1
8

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

( 表1) 個人配布

( 表2) 団 体配布

※ 配布時に大きさが異なる場合があります。

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中央本町保健相破所 　880- 5351

あなたの相談室 秘密厳守、相談無料
〝困ったことや心 配なことがあり まし たらお気 軽にどう ぞ ″

足立区役所本庁舎(千住) 1 階区民相談室 　882- 1111( 代)

掲示
板

□
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

中
学
校
卒
業
と
同
等
の
資
格

が
得
ら
れ
る
認
定
試
験
で
す

。

対
象

病
気
な
ど
や
む
を
賜
な

い
理
由
で
、
就
学
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
方
等
で

、
義

務
教
育
を
修
了
で
き
な
か
っ

た
方

試
験
日
1
1
‥
月
1
0日
(
金
)

試
験
場

都
立
中
央
図
書
館

試
験
科
目

国
語
、
杠
会
、
数

学
、
理
科
、
外
国
語
(

英
語

ま
た
は
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
)

願
書
受
付
期
間
8

月
7
日
～
9

月
6
日

願
書
受
付
場
所

都
・
教
育
庁

義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
課

問
合
せ
先

都
・
教
育
庁
義
務

教
育
心
身
障
售
教
育
課
小
中

学
校
係

　
2
1
2
5
1
1
1

㈹
、
ま
た
は
、
区
・
本
庁
舎

・
学
事
第
一
係

　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

□
元
年
9
月
か
ら
3
年
8
月
分

の
水
道
基
本
料
金
等
を
免
除

対
象

老
齢
福
祉
年
金
受
給
資

格
者
で
水
道
使
用
契
約
者
、

下
水
道
使
用
者

免
除
金
額

▽
水
道
料
金
・・・
基

本
料
金
(
消
費
税
相
当
額
を

含
む
)
　

▽
下
水
道
料
金
・
:

―
カ
月
1
0立
方
ご
ま
で
の
料

金
申
請
に
必
要
な
物

▽
国
民
年

金
証
書
(
コ
ピ
ー
可
)

▽
印

か
ん

▽
お
客
様
番
号
の
確

認
で
き
る
も
の
(

水
道
料
金

の
請
求
書
、
領
収
書
な
ど
)

申
請
場
所

各
水
遭
昜
営
業
所

問
合
せ
先

水
道
局
足
立
東
営

業
所
(
　
緜
2
1
5
1
)

、足

立
西
営
業
所
(
　
8
9
6
4
2
2
1
)

年

金

老
齢
福
祉
年
金
の

支
払
い
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
、8
月
1
1日
か
ら
指
定

の
郵
便
局
で
支
払
い
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

▽
年
金
証
書
(

緑
色
の
手
帳
)

▽
印
か
ん

▽
代
理
人
が
支
払
い
を
受
け

る
場
合
は
代
理
人
の
印
か
ん

※
年
金
の
支
払
い
を
受
け
た
ら
8

月
上
旬
に
区
役
所
か
ら
送
る

定
時
届
と
い
っ
し
ょ
に
証
書
を

国
民
年
金
課
ま
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舍
・

給
付
係

　
巍
5
1
6
5

ご
存
じ
で
す
か

保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将

来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
経
済
的
な
事

倩
な
ど
で
保
険
料
を
吶
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
保
険

料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

手
続
方
法

国
民
年
金
諜
(
中

央
本
町
庁
舎
)
ま
た
は
、
お

近
く
の
区
民
事
務
所
へ
印
か

ん
、
国
民
年
金
手
恨
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
料
係

　
8
8
0
5
1
6
1

国
民
年
金
の
所
得

制
限
限
度
額
が

8
月
か
ら
改
正

(上
表
参
照
)

対
象
と
な
る
年
金

▽
老
齡
福

祉
年
金

▽
2
0歳
前
の
訶
気

等
に
よ
る
障
書
基
礎
年
金

▽
障
害
福
祉
年
金
・
毋
子
福

祉
年
金
か
ら
切
り
皙
え
ら
れ

た
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

給
付
係

　
脚
5
1
6
5

所 得 制 限 表 ( 単位: 円)

※ 老齢福祉年金の配偶者・扶養義務者、遺族基礎年金の本人の
限度額は政令控除( 80, 000円) を加えたものです。

募

集

臨
時
職
員
(
調
査

員
)

を

募

集

区
で
は
、
来
年
1
0月
1
日
の

国
勢
調
査
に
む
け
、
調
査
区
の

設
定
凖
備
を
進
め
て
い
ま
す

。

そ
の
た
め
現
地
調
査
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す

。

募
集
人
員
5
0

人
(
1
8
歳
～
6
0

歳
)

業
務
内
容

揩
定
さ
れ
た
調
査

区
域
の
住
居
数
の
磴
認
等

賃
金
1

調
査
区
(
4
0
～
7
0世

帯
)
あ
た
り
7
9
0円
程
度

調
査
期
間
9

月
1
日
～
3
0日

応
募
期
限
8

月
1
9日

応
募
方
法

履
歴
書
1
通
を
直

接
窓
囗
ま
た
は
郵
送

応
募
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
統
計
係
(
〒
1
2
0中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

　
跏
5
0
3
3
)

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で

、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
手
話
初
心
者
講
習
会
8

月
2
4

日
I
川一
月
2
6日
の
毎
週
木
曜

日
、
午
後
7
時
～
8
時
3
0分
/

青
年
セ
ン
タ
ー
/
費
用
5
0
0円/

井
上

　
8
9
6
1
8
0
5
(
夜
8

時
以
降
)

☆
'
8
9
金
曜
展
(
絵
画
)
8
月

2
3～
2
8日
、
午
前
1
0時
I
午
後
6

時
(
初
日
は
正
午
か
ら
、
最

終
日
午
後
3
時
ま
で
)
/

西
新

井
区
民
ホ
ー
ル
/
江
坂

　
靦

=
募

集
=

☆
健
康
体
操
教
室
と
ビ
ー
チ
ポ

ー
ル
バ
レ
ー

毎
週
土
曜
日
、

午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分
/

東
島
根
中
学
校
/
初
心
者
、
年

配
者
歓
迎
/
月
額
千
円
/
小
沢

8
8
4
4
3
4
5

☆
茶
道
サ
ー
ク
ル
(
江
戸
千
家

流
)

第
1
・
3
火
曜
日
、
午

後
1
時
～
4
時
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
6
0
0
円
/
岩
田

　
巍
2
2

☆
油
絵
教
室
「
彩
々
」

毎
週

木
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
/
デ
ッ
サ

ン
か
ら
油
絵
ま
で
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
5
0
0
円
/
加
藤

　
8
8
9
2
8
1
3

☆
中
国
語
会
話
(
初
級
)
毎

週
土
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～

8
時
3
0
分
/
竹
の
嬢
セ
ン
タ
ー

/
月
額
2
千
5
0
0
円
/
相
澤
　

S
1
3
2
8

☆
月
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

毎
週

月
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
I
8

時
/
産
業
振
興
館
/
初
心
者
、

中
高
年
者
歓
迎
/
入
会
金
千

円
、月
額
3
千
5
0
0
円
/
東
田

6
0
6
3
4
0
0
(夜
7
時
以
降
)

☆
太
極
拳
(
鹿
浜
太
極
拳
ク
ラ

ブ
)

毎
週
水
曜
日
、
午
後
7

時
～
9

時
/
鹿
浜
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
円
/

深
谷
S
0
2
9
0

☆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(
シ
ャ
ト
ル

会
)

毎
週
火
曜
日
、
午
後
7

時
～
9

時
/
宮
城
小
学
校
/
月

額
5
0
0円/

岡
田

　
Ⅲ
7
8
1
7
(

夜
間
)

☆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
(
ピ
エ
ロ
)

第
4
土
曜
日
、
午
後
1
時
～
3

時
/
佐
野
セ
ン
タ
ー
/
月
額
千

円
/
星
山

　
6
0
5
3
6
1
8

☆
ふ
れ
あ
い
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

毎
週
月
曜
日
、
午
後
7
睥
～
8

時
3
0
分
/
鹿
浜
セ
ン
タ
ー
/
入

会
金
2
千
円
、月
額
1
千
5
0
0
円

/
立
花

　
s
4
7
3
7
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あなたもいかがですか
4. 5坪の自家菜園

区民農園利用者募集

区
民
の
み
な
さ
ん
に

、
野
粟
づ

く
り
を
通
し
て

、
土
や
緑
に
観
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め

、
利
用
者
を

募
集
中
で
す

。な
お
、申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

。

募
集
農
園

扇
南
区
民
農
園
(
扇

―
-
召
1
0
5
区
画

利
用
期
間

平
成
元
年
9
月
2
6日
I
3

年
2
月
2
0日
ま
で

申
込
資
格

区
内
在
住
で

、
園
芸

に
熱
意
の
あ
る
世
帯
(
現
在
区

民
農
園
を
利
用
し
て
い
な
い
こ

と
)

利
用
条
件
等

▽
野
粟
や
草
花
の

栽
培
に
限
り
ま
す
(

種
苗
や
肥

料
な
ど
は
自
己
負
担
)
　

▽
晨

貝
は
ク
ワ

、万
能
、カ
マ
な
ど
あ

る
程
度
の
も
の
は
用
意
し
ま
す

▽
水
道
、
ト
イ
レ
な
ど
の
設
爾

は
あ
り
ま
す

運
営
費
5

千
円
(
返
還
し
ま
せ

ん
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
世
帯

主
名
、
住
所

、
家
族
全
員
の
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
(

返
信
用
(

ガ
キ
に
も
住
所
、

氏
名
を
記
入
の
こ
と
)
。く
わ
し

く
は
、
各
区
民
亊
務
所
に
あ
る

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
主
に
6
0歳
以
上
の
方
が
利
用
す

る
世
帯
は
「
老
人
コ
ー
ナ
ー
希
望

」

と
記
入
(
一
般
よ
り
当
選
率
が
優

遇
さ
れ
ま
す
)

申
込
期
限
8

月
1
2日
消
印
有
効

抽
選
8

月
1
7日
、
午
前
9
時
か

ら
中
央
本
町
庁
舎
3
0
3会
議
室
で

公
閧
抽
選
(
立
会
希
望
の
方
は
、

お
い
で
く
だ
さ
い
)

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
区
民
生
活
係
(
〒
1
2
0中
央

本
町
1
-
1
7
1
1

　
8
8
0
5
1
7
1
)

収 穫 の 喜 び も 、 ま た 格 別 で す

社
会
体
育
指
導
者
養
成

区
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
受
講
生
募
集

日
時
・
会
場
・
内
容

左
表
の
と

お
り

対
象

区
内
在
住
・
在
勦
者
で
1
8

歳
以
上
の
方

定
員
1
0
0人
(
申
し
込
み
多
奴
の

場
合
は
抽
選
)

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所

、
氏
名
、
生
年
月
日

、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
を
明
記

申
込
期
限
8

月
1
9日
必
善

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
振
興
係

ス
ポ
ー
ツ
大
学
宛
(

〒
1
2
0
千
庄
1
1
4
-
1
8

　
8
8
2
1
1
1
1㈹)

期日・内容・会場 ( い ずれもエル・ソフィアで水曜日の午後6: 30 ～8: 30)

情
報 コ ー ナ ー

8 月 の安 売り デー

老 人 会 館
休館のお知らせ

竹の塚温水プールの改築に伴う工
事のため、次のとおり休館します。
休館中は、ご不便をおかけします
が、ご協力をお願いします。
休館期間9 月1 日～30日
問合せ先 老人会館 　859―9733

第42回区民体育大会
( ソフトボール)
参 加 者 募 集

日時　9 月10- 17 ・24日、10月1 日(
雨天順延)、午前8 時から

場所 江北僑緑地右岸C ・D面
対象18 歳以上の区内在住・在勤の
方( 学生除く)
費用　1 チーム8, 000円
申込方法 電話予約
申込期限　8 月10日
※ キャプテン会議を9 月3 日 旧h
午前10時、総合スポーツセンターで
行います。
申込・問合せ先 足立区ソフトボー
ル連曁・佐々木 　897- 0760( 午
後6 時以降)

《 夏休み子ども消費者講座 》

夏休みの宿題は
おやつの研究で

小・中学生 の皆 さん、 夏休みの自
由課題の宿笥は 決まり ました か?
消費者センタ ーでは、おいし いお

やつを手作りし ながら、 体に良いお
やつについて考え てもらう 講座を開
きます。この講 座でやったこ とをレ
ポートし たり、 教わったテ スト を自
分で試せば、宿 鼈は大呱功で す。
父母の方の 参観もでき ますので、

お気鰹に、ご 参加 ください。
日時　8 月24・25日、午後2 時 ～4 時
場所 消費者 センタ ー
内容・講師 　24日 「健康 歛料づく
りと着色料テ スト 」… 蝴尾 灣氏( 消
費者悶黽研究 簟) 　25日「海と畑
のおまんじ ゅう 、フル ーツヨ ーグ
ルト ケーキ等 の手づくり 」・・・塩龠
基技氏( 料理研 究家)

対象 小学4 年 生～中学生
定員40 人( 先 着順)
持ってくるもの 筆記用具、 エプ ロ
ン 、フキン、 上ぱき

費用 無料
申 込方法 電話 予約
申 込・問合せ先 消費者センタ ー

880- 5385

グループ施設見学会

グループで 施設見学会 に参加して
みませんか。
実 施月　9 月 ～11月( 後期 分4 回)
時 間 午前9 時30 分 ～午後4 時
見学施設 エ ル・ソフ ィア、郷土溥
物館、都市晨業 公園、花畑 記念底
園 など区内の 施設

対象　18 歳以上 の健康な区民で 構成
す る20人以上30 人以内のグ ループ

申込 方法 往復ハガ キに、グ ループ
名、 代表者名、 住所、電話 番号、
「グ ループ 施設 見学会希望」 と明
記( 1 グ ルーブ1 通に限る)

※ 応 募 が4 グル ープ を 超え た 場合
は抽選。 また、見学 日、コースにつ
いては、代 表者と打 ち合わせて決め
ます。
申 込期限　8 月25日消 印有効
申 込・問合 せ先 本庁舎 ・広聴係
〒120 千 住1　- 4- 18

882- 1UW り

少年活動リーダー講座

今どきの子供を斬る

少年 活勳の指導者 とし て必要な理
論・実技を 習得するた めの講座を 閧
催し ます。
日時　9 月14・21 ・28日、午後6 時3(

汾 ～9 時15 分
場所 青 年センタ ー
対象 区内 少年団体指 導者および興
味のある 方

テーマ 「今ど きの子ど もを斬る」
内容　 日 々変化する現代 、そこに生
きる子ども たちの日常 生活はどの
ようにな ってい るのか、 各界のゲ
スト のお話と コーデ ィネ ータ ーに
よる対話から 、普段気づ かずにい
た笆 界を探り ます。 　フ ァツショ
ナブ ル・キ ッズの正体 　ハイテ
ク社会のオモチ ヤたち　 　お 袋の
味、フ ァー スト ・フード

申 込方法 所定 の用紙を郵送 または
電話で申し込 み

申 込・問合せ先 本庁舎・少 年育成
係1*882 ―1111　(代)

カッパの
バ
ッ
ジ

発

売

中
販売価格 単品200円、5 色セット800

円
販売場所 本庁舎・広報課、哢報公
閧課および中央本町庁舎・憐報公
閧課分室

問合せ先 本庁舎・広報係
882- 1111 ㈹

「ふるさと足立」の
テレ ホン カード

発売中

(

1

)
(

2
)

(

3

)

種類 ①水と縁シリーズ…花畑鳬と念
庭圜・桜花亭 ②庶民芸術シリー
ズ…千倖絵馬 ③文化財シリーズ
…石造嘉崟観音立像
販売価格　1 枚( 5a 度数) 700円、①
～③の3 枚セット( 台紙付) 　2, 100
円
※・i 芙による申し込みは、受け付け
ていません。
販売窓口 情報公闖課( 冰庁舎・中
央本町庁舎)、各Eg匣事務所( 千住
・中央本町を除く) 、郷土溥物館、
艙合スポーツセンター、桜花事、
産棄振輿館、竹の獵センター、舍
人センター、〃 北センター、梅田
センター( エル・ ソフィア内)

問合せ先 本庁舎・広報係
882- 1111 ㈹

青年センタ ーの 催し

夏休み特別企画

シネサロン6
夏休み特別企画として、映画の無料

上映会を行います( 先櫞順)。
日時・内容 下表のとおり
※ なお、9 月から定期的に上映会を予
定しています。

※上映時間は、いずれも午後7 時から

ユースネット ワーク
ペー パー( 地域情報誌)を
作ってみませんか

人から 出さ れた 情報を得るだけで は
も の足りない、自 分から情報発 信をし
たい という若者を 募集し ます。
対 象 高校生から20 歳代までの男 女30
人

編集会議　9 月7 日( 木) から 毎 週1
回( 夜間)

発行11 月と3 月
申 込期限　8 月31 日
申 込方法 電 話予約

お もしろ〝あだ ち〟を
作るのは君だ! !

コーススタッフ募集中
「おもしろ〝あだち〟を俘るのは君

だ! ! 」をテーマに、いろいろなイペン
トを 企画するスタ ッフを募集し ます。
何かやってみたい 人、仲間 がほし い人、
夢中になるものを求 めている 人、どし
どし ご応募ください 。
コースは、現 在5 つ用意し てあ り ま

すが、違った内容を 希望する 方は青年
センターにご 相談く ださい。
コース 　ツ ーリン グスタ ッフ

明るい男女 交際講座企固 スタ ッフ
お菓子の遣 人スタ ッフ
ダンスパ ーティースタ ッフ
あだち 揀偵団 スタ ッフ

対象 高 校生 から30 歳代 までの男女、
各コー ス20人

申込期限　8 月31 日
申 込方法 電話 予約
―いずれも ―
申込・場所 ・問 合せ先 青年センタ ー

　890- 0061

N. A. 　240, 000


